
アンケートにご協力ありがとうございました。（議会カフェin二十歳の集い）
1３ページに関連記事あります！

　　　　　　　ホームページアドレス https：// www . town . yakumo . lg . j p
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令和６年度一般会計補正予算

7,025万円追加
（補正後の総額 172億4,384万5千円）
　第４回定例会は12月９日から12月12日までの会期で開かれました。補正
予算、条例改正、工事請負契約の締結など議案16件、専決処分の承認２件
を審議し、いずれも原案どおり可決しました。

令和
第４回定例会

し、いずれも原案どおり可決しました。

補正

工事請負契約の締結

の主な内容

　ジャパニーズウィスキーへの国内外からの注目が集まる中、
八雲町において新たな産業や地域ブランドの創出・地域の魅
力向上を目指す取り組みとして、ウイスキー蒸留所を整備す
るもので、民間事業者と八雲町が出資し設立する新法人に対
する出資金。

出資比率：資本金１億円（想定）のうち八雲町の
　　　　　出資は2,400万円

　全自動ホタテ耳吊り機12台分に対する補助金。
（八雲町漁協対象）

アイヌ農林漁業対策事業補助金
4,064万3千円 　北海道の地域づくり総合交付金を活用した漁業振

興設備等の整備事業。（八雲町漁協対象）
・八雲漁港の上架設備整備
・ホッキ貝採捕器具購入

漁業振興設備等整備事業補助金
660万円

町道相沼内川沿線災害復旧工事
6,765万円

契約の相手方　東陽建設株式会社

　平成26年度、債権者が収集した空き缶・アルミス
チール缶の売払金160万円について、現在まで未納
となっている業者に対し、債権回収に向けた弁護士
への業務委託料。

資源ごみ収集売払金請求訴訟業務委託料
44万3千円

ウイスキー蒸留所（仮称）設立法人出資金
2,400万円

令和６年　第４回定例会
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＜報告の経緯＞

＜R６. ３. 15 全員協議会＞
・費用及び維持管理費の軽減を図るため、
大屋根部分が３階から２階へ下がるなど
の変更案が示された。

＜R６. 12. 12 全員協議会＞
・冒頭、町長より「新庁舎の建設について
は一旦立ち止まって、どんな形がいいの
か見直しをする。」との報告があった。
・実施設計を２ヶ月延長する。
・新庁舎の引っ越しはR10. 1月以降。

＜R７. １. 16 全員協議会＞
・大屋根部分の見直しについて「現行案」のほか、３つの「検討案」が示された。

起債、補助金について工事費等変更箇所とスケジュール

・変更なし。設計修正費：約１千万円
工事費：微増

・大屋根の形状は変更せず、
補強部分（リブ）の材質を
木材から金属系に変更。
・令和７年度着工。

検討案
①

・ZEB補助金が受けられない。
・現実施設計に充当した起債の返
還が求められる。

・修正実施設計に起債を充当する
際、満額借入れできないペナル
ティの可能性が高い。

追加設計費：約7, 300万円
工事費：庇の撤去で約１億
円減となるが、開口部の見
直しにより増額の見込み。

・大屋根廃止。
・町民説明会を実施し、令
和７年度末に着工。

検討案
②

・令和７年度中に工事着工ができ
ないため、建物解体に充当した
起債及び現実施設計に充当した
起債の返還が求められる。

・修正実施設計に起債を充当する
際、満額借入れできないペナル
ティの可能性が高い。

検討案②と同じ。

・大屋根廃止。
・町民説明会を実施し、検
討期間を設け令和８年度
に着工。

検討案
③

＜議員間で協議の結果＞
　議長を除く全議員で決を採った結果、「現行案」２票、「検討案①」９票、「検討案②」１票、「検討案
③」０票となり、議会としては「検討案①」の、軽微な修正で日程及び財源に影響のないかたち（令和
７年１１月着工予定、令和１０年供用開始）で進めることを選択した。

・再度、町民説明会を開催すべき。
・複数案から選択させたほうがいいのではないか。

Ｑ　一旦立ち止まるというのは、具体的にどの部分
か？

Ａ　大屋根の部分。中身を変えるのは難しい。
Ｑ　議場の面彫り天井など、お金のかかる部分はやめ

たほうがいいのではないか。
Ａ　経費をかけないようにやっている。



令和6年第4回定例会 一 般 質 問
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一般質問とは？

　町の仕事の全てを問いただし、自由

な意見を述べ、それについて町の公式

見解を引き出すことのできる機会。

　華やかであるが「力量」が問われる。

※質問した議員本人が原稿を書いています。

 町
長
 

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
奨
励
金

事
業
は
、
産
業
の
活
性
化
と
移
住
・
定

住
の
促
進
を
目
的
と
す
る
事
業
で
、
３

年
間
を
一
区
切
り
と
し
て
制
度
全
体
を

見
直
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
利
用
者
と
事
業
者
か
ら
は
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
る
一
方
、
制
度
を
利
用
さ

れ
た
方
の
う
ち
３
割
の
方
が
早
期
に
退

職
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
ま
た
、
今
後
の
財
政
状
況
も
予
測
し
、

よ
り
効
果
的
な
施
策
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 問
 
　
財
政
が
厳
し
く
な
る
の
は
わ
か

る
が
、
事
業
を
継
続
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
か
。

 町
長
 

３
年
で
区
切
り
を
つ
け
て
、

今
後
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 斎藤 　 實  議員
さいとう まこと 問

 
　
令
和
４
年
度
よ
り
制
度
化
し
た

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
奨
励
金
事
業
に
つ

い
て
は
一
定
程
度
の
事
業
評
価
を
し
な

が
ら
、
今
後
に
つ
な
が
る
見
直
し
を
せ

ず
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
事
業
を
終
了

す
る
と
、
総
務
経
済
常
任
委
員
会
で
報

告
が
あ
っ
た
。

　
八
雲
町
の
大
き
な
課
題
は
人
口
減
少

で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
移
住
・
定
住
に

つ
な
が
っ
て
お
り
、
雇
用
促
進
に
も

な
っ
て
い
る
。
町
の
財
政
問
題
で
の
事

業
終
了
は
理
解
で
き
な
い
。
町
長
の
考

え
を
伺
う
。

 問
 
　
政
府
が
決
定
し
た
経
済
対
策
の

中
で
「
国
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
」

が
あ
り
、
簡
易
ベ
ッ
ド
の
備
蓄
や
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
登

録
制
度
な
ど
、
避
難
所
環
境
の
改
善
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
八
雲
町
で
、
こ
の
制
度
を
活
用
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

 町
長
 

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
視
点

か
ら
検
証
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
も
、
活
用
可
能
な
施
策
で
あ
れ
ば

検
討
し
て
い
き
た
い
。

 問
 
　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て

は
、
ど
の
程
度
検
証
し
て
い
る
の
か
。

 危
機
対
策
課
長
 

現
状
で
は
簡
易

ト
イ
レ
を
中
心
に
備
蓄
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
に

つ
い
て
は
、
自
治
体
単
独
で
の
導
入
に

は
様
々
な
課
題
が
あ
る
た
め
、
国
や
北

海
道
、
周
辺
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
調
査
を
進
め
て
い

き
た
い
。

Ｑ
 Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
奨
励
金
事
業

　
　
継
続
し
な
が
ら
今
後
に
向
け
た
検
討
を

Ｑ
　避
難
所
環
境
整
備
に
つ
い
て

　
そ
の
後
、
全
員
協
議
会
の
中
で
町
長
と
協

議
す
る
場
を
設
け
た
と
こ
ろ
、
町
長
か
ら

「
１
年
間
、
事
業
を
継
続
し
、
今
後
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。」
と
報
告
が
あ
っ
た
。



町政を問う
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 三  澤 　 公  雄  議員
み さわ きみ お 問

 
　
農
業
分
野
に
お
い
て
は
整
っ
て

い
る
「
担
い
手
づ
く
り
」
や
「
外
部
か

ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
仕
組
み
が
、
な

ぜ
商
工
業
分
野
で
整
っ
て
い
な
い
の
か
。

 町
長
 

八
雲
町
で
は
事
業
承
継
や
起

業
、新
分
野
へ
挑
戦
す
る
方
に
３
年
間

支
援
を
す
る
仕
組
み
と
し
て「
中
小
企

業
等
設
備
導
入
支
援
事
業
」を
つ
く
っ
た
。

　
ま
た
商
工
会
で
は
国
の
各
種
補
助
金

や
専
門
家
派
遣
制
度
を
紹
介
す
る
支
援

を
行
な
っ
て
い
る
。

 問
 
　
商
工
会
の
課
題
は
、
事
業
主
へ

の
聴
き
取
り
等
の
接
点
づ
く
り
で
の

「
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
」
だ
。
そ
れ
を
補

う
た
め
に
協
力
隊
を
派
遣
し
た
は
ず
。

隊
員
が
途
中
で
辞
め
た
時
に
、
な
ぜ
、

す
ぐ
に
補
充
の
た
め
の
支
援
を
し
な
い

の
か
。

 商
工
観
光
労
政
課
長
     隊
員
の
活

動
内
容
（
事
業
承
継
へ
の
意
向
調
査
等
）

に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詰
め
て
い
く
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

 問
 
　
取
り
組
み
は
始
め
た
ば
か
り
な

の
で
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
こ
そ

「
本
気
」
が
見
え
る
。「
本
気
」
が
見
え

な
い
と
周
り
が
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
。

国
、道
、町
と
支
援
制
度
が
整
っ
て
い
る

と
い
う
な
ら
、な
お
さ
ら
「
マ
ン
パ
ワ
ー

不
足
」
と
訴
え
て
い
る
商
工
会
の
希
望

に
沿
う
支
援
を
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

 商
工
観
光
労
政
課
長
     事
業
主
に

事
業
承
継
へ
の
理
解
、
重
要
性
の
認
識

が
ま
だ
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
と
考
え

て
い
る
。
商
工
会
と
は
、
現
実
的
な
取

り
組
み
が
で
き
る
よ
う
協
議
し
て
い
き

た
い
。

 問
 
　「
外
」
で
火
が
つ
き
、
そ
れ
を
大

切
に
し
て
き
た
「
町
民
」
が
あ
っ
て
の
、

今
日
の「
木
彫
り
熊
ブ
ー
ム
」だ
。
な
の

に
、
関
わ
っ
て
い
る
町
民
を
落
胆
さ
せ

る
よ
う
な
事
例
が
あ
る
。
共
に
盛
り
上

げ
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
す
べ
き
だ
。

 教
育
長
    取
り
組
み
に
参
加
し
た
皆

様
と
、
ど
の
よ
う
な
繋
が
り
を
持
ち
、

更
に
盛
り
上
げ
て
い
け
る
の
か
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
し
な
が
ら
、
連
携
や
情

報
共
有
な
ど
、
具
体
的
な
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 問
 
　「
木
彫
り
熊
ブ
ー
ム
」
を
商
売
に

活
用
す
る
と
こ
ろ
が
現
れ
、
商
業
分
野

が
教
育
委
員
会
に
と
っ
て
「
苦
手
」
だ

と
い
う
自
覚
が
あ
る
の
な
ら
、
民
間
の

方
々
の
力
を
借
り
る
こ
と
を
、
も
っ
と

速
や
か
に
や
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
。

 教
育
長
  　「
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
協

力
す
る
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
が
先
に
立

ち
、還
元
す
る
と
い
う
視
点
が
薄
か
っ
た
。

　
今
後
、
そ
う
い
う
こ
と
が
「
で
き
る

か
ど
う
か
」
を
議
論
し
て
い
き
た
い
。

 問
 
　
選
挙
管
理
委
員
会
が
、
選
挙
時

に
も
「
選
挙
に
お
け
る
正
し
い
情
報
」

を
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
流
せ
た
な

ら
「
有
権
者
の
判
断
の
拠
り
ど
こ
ろ
」

に
な
る
だ
ろ
う
。
ど
の
よ
う
な
情
報
を

流
す
の
か
、
町
民
と
と
も
に
つ
く
れ
た

な
ら
、
ま
ち
づ
く
り
や
政
治
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
機
会
に
も
な
る
と
思
う

が
。

 選
管
事
務
局
長
 

ど
う
い
っ
た
も

の
で
あ
れ
ば
出
せ
る
の
か
を
検
討
す
る
。

 問
 
　
八
雲
町
の
健
診
率
が
全
国
、
全

道
平
均
よ
り
も
低
い
。
ど
の
よ
う
に
健

診
の
推
奨
を
し
て
い
る
の
か
。

 町
長
 

広
報
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
発
信
の

ほ
か
、　

歳
以
上
の
方
へ
の
個
別
通
知

４０

な
ど
、
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
な
か
な

か
健
診
率
が
向
上
し
な
い
。

Ｑ
 商
工
業
者
の
担
い
手
づ
く
り
に
本
気
を
見
せ
ろ
！

Ｑ
　
木
彫
り
熊
ブ
ー
ム
を

も
っ
と
大
切
に
…

　
で
き
る
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
や

ら
な
く
て
は
い
け
な
い
！
（
三
澤
）

Ｑ
　選
挙
時
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
悪
用
を

選
管
で
防
げ
な
い
か
？

Ｑ
　健
診
率
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

　
健
康
に
関
心
の
低
い「
未
受
診
者
側
」

の
ほ
う
に
も
問
題
が
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。（
三
澤
）
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よ
る
規
模
縮
小
は
避
け
ら
れ
な
い
と
考

え
る
が
、
検
討
や
検
証
は
さ
れ
て
い
る

の
か
。

②
医
療
・
介
護
人
材
の
不
足
は
、
今
後

の
地
域
医
療
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、

医
療
圏
全
体
で
医
療
・
介
護
人
材
確
保

を
行
っ
て
い
く
た
め
、
将
来
を
見
据
え

た
「
地
域
医
療
連
携
法
人
」
を
設
立
す

る
こ
と
は
有
効
で
は
な
い
か
。

 町
長
 

①
地
域
医
療
を
取
り
巻
く
情

勢
は
、
急
激
な
人
口
減
少
に
加
え
、
少

子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
慢
性
的
な

医
師
・
医
療
従
事
者
の
確
保
に
苦
慮
し

て
お
り
、
非
常
に
厳
し
い
経
営
環
境
が

続
い
て
い
る
。
ま
た
一
般
会
計
か
ら
多

額
の
繰
入
金
に
よ
り
病
院
経
営
が
維
持

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の

収
支
見
通
し
に
お
い
て
も
、
大
変
厳
し

い
経
営
状
況
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
さ
ら
な
る
病
床
の

削
減
や
診
療
体
制
の
縮
小
な
ど
は
具
体

的
に
描
け
て
は
い
な
い
が
、
今
後
、
八

 関口 　 正博  議員
せきぐち まさひろ 問

 
　
八
雲
総
合
病
院
・
熊
石
国
保
病

院
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
長

年
に
わ
た
り
地
域
住
民
の
健
康
と
安
心

を
守
り
続
け
て
き
た
が
、
今
後
、
さ
ら

な
る
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
展

す
る
中
、
病
院
を
取
り
巻
く
環
境
や
経

営
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
。

　
二
つ
の
自
治
体
病
院
を
維
持
し
て
い

く
た
め
、
地
域
医
療
・
病
院
経
営
の
問

題
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

①
北
渡
島
檜
山
医
療
圏
人
口
の
減
少
が

急
速
に
進
む
中
、
八
雲
総
合
病
院
を
現

状
の
規
模
の
ま
ま
維
持
し
て
い
く
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
病
床
数
の
削
減
等
に

雲
総
合
病
院
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
は

避
け
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
視
点
に
十
分

留
意
し
、
運
営
し
て
い
く
。

②
「
地
域
医
療
連
携
法
人
」
は
、
将
来

的
に
大
変
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
ま
ず
は
圏
域

内
の
医
療
機
関
及
び
介
護
施
設
と
の
連

携
強
化
を
進
め
る
中
で
、
法
人
設
立
が

可
能
な
の
か
有
効
な
の
か
研
究
し
て
い

き
た
い
。

 問
 
　
経
営
が
厳
し
い
か
ら
病
床
削

減
・
規
模
縮
小
で
は
な
く
、
い
か
に
し

て
病
院
を
維
持
し
て
い
く
か
を
考
え
た

と
き
、
労
働
環
境
を
改
善
し
て
い
く
こ

と
を
考
え
な
け
れ
ば
人
材
確
保
に
は
繋

が
っ
て
い
か
な
い
。

　
総
務
省
が
公
開
し
て
い
る
病
院
経
営

比
較
表
に
よ
る
と
、
病
床
１
０
０
床
当

た
り
看
護
師
・
常
勤
職
員
数
が
全
国
平

均
は
　
名
、
八
雲
総
合
病
院
に
お
い
て

７８

は
　
・
３
名
と
あ
る
が
、
看
護
師
、
常

３４
勤
職
員
の
充
足
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

 総
合
病
院
事
務
長
    充
足
は
し
て

い
な
い
。
も
う
少
し
看
護
職
員
を
重
層

的
に
配
置
し
て
、
緩
や
か
な
勤
務
・
働

き
方
改
革
の
促
進
へ
向
け
て
配
置
し
て

い
く
の
が
理
想
。
こ
れ
か
ら
も
医
師
・

看
護
師
・
医
療
従
事
者
の
確
保
に
努
め

て
い
き
た
い
。

 問
 
　
熊
石
国
保
病
院
が
グ
ラ
ン
ド
・

オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
が
、
こ
れ
か
ら
八

雲
町
と
し
て
ど
う
維
持
し
て
い
く
の
か

は
大
き
な
課
題
。
八
雲
総
合
病
院
と
の

連
携
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
北
部
渡
島
檜

山
医
療
圏
の
連
携
は
欠
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
八
雲
町
が
中
心
と
な
り
「
地

域
医
療
連
携
法
人
」
の
設
立
を
。

 町
長
 

北
部
４
町
（
八
雲
町
、
長
万

部
町
、
今
金
町
、
せ
た
な
町
）
を
構
成

す
る
首
長
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
の
経

営
状
況
に
相
当
な
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
。
意
見
交
換
し
な
が
ら
連
携
を
進
め

て
い
き
た
い
。

Ｑ
 地
域
医
療
に
つ
い
てよ

り
積
極
的
な
議
論
を
！

地
域
医
療
連
携
法
人

　「
競
争
よ
り
も
協
調
」
を
重
視
し
、
地
域
で

の
医
療
機
能
の
分
担
や
連
携
を
進
め
る
目
的

で
、
医
療
機
関
や
介
護
施
設
な
ど
を
運
営
す

る
設
立
母
体
の
異
な
る
法
人
が
共
同
参
画
す

る
法
人
制
度
。

　
合
併
と
は
異
な
り
、
各
法
人
の
独
立
性
を

維
持
し
な
が
ら
参
加
法
人
と
の
連
携
を
強
化

で
き
る
。
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 佐  藤 　 智  子  議員
さ とう とも こ 問

 
　
老
人
施
設
入
所
者
や
入
院
患
者

の
投
票
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

 選
管
委
員
長
   各
施
設
、
病
院
に
お

け
る
不
在
者
投
票
は
、
投
票
管
理
者
及

び
投
票
立
会
人
の
下
、
適
切
に
執
行
さ

れ
て
い
る
。

 問
 
　
投
票
所
の
減
少
、
投
票
時
間
の

繰
り
上
げ
等
で
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
方
が
投
票
し
づ
ら
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
投
票
所
ま
で
の
移
動
が
困
難
な

方
の
た
め
に
、
士
幌
町
の
よ
う
に
車
の

移
動
投
票
所
に
よ
り
、
自
宅
前
で
投
票

す
る
形
式
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

 選
管
委
員
長
   士
幌
町
で
実
施
さ
れ

た
巡
回
式
の
移
動
期
日
前
投
票
所
は
効

果
的
な
取
り
組
み
だ
と
認
識
し
て
い
る

の
で
、
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

 選
管
事
務
局
長
      巡
回
式
の
移
動

期
日
前
投
票
は
茨
城
県
つ
く
ば
市
で
提

案
さ
れ
、
総
務
省
で
も
告
示
の
改
正
等

を
実
施
し
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
来
年
７
月
の
参
議
院
選
挙
に
向
け
て
、

投
票
立
会
人
の
確
保
が
大
変
と
い
う
声

が
届
い
て
い
る
春
日
、
熱
田
、
大
新
の

３
地
区
を
対
象
に
取
り
組
み
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 問
 
　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
上
八
雲
の

ほ
か
に
、
八
雲
高
校
や
総
合
病
院
で
の

移
動
投
票
車
に
よ
る
期
日
前
投
票
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

 選
管
委
員
長
   高
校
生
の
投
票
機
会

を
学
校
と
い
う
身
近
な
と
こ
ろ
で
確
保

す
る
こ
と
は
将
来
に
わ
た
っ
て
の
投
票

行
動
に
つ
な
が
る
第
一
歩
と
考
え
る
。

病
院
や
商
業
施
設
な
ど
で
の
実
施
も
投

票
率
向
上
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。
設

置
場
所
等
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 問
 
　
町
長
は
青
年
舎
、
サ
ー
モ
ン
養

殖
と
、
新
し
い
事
業
を
次
々
と
手
掛
け

て
き
た
。
こ
れ
ら
が
軌
道
に
乗
ら
ぬ
う

ち
に
今
度
は
ウ
イ
ス
キ
ー
事
業
。

町
長
は
い
つ
も
、
施
設
は
町
で
整
備
す

る
か
ら
企
業
に
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う

や
り
方
だ
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
、

そ
ろ
そ
ろ
や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 町
長
 

企
業
が
全
部
お
金
を
出
し
て

八
雲
町
に
来
て
く
れ
る
こ
と
が
、
企
業

誘
致
の
一
丁
目
一
番
地
だ
と
私
も
理
解

し
て
い
る
。

　
ウ
イ
ス
キ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
５
年

も
６
年
も
か
け
な
が
ら
、
な
ん
と
か
こ

こ
ま
で
来
た
の
で
、
理
解
を
い
た
だ
き

な
が
ら
事
業
を
進
め
た
い
。

 問
 
　
建
設
費
　
億
円
の
う
ち
約
３
分

１９

の
２
を
国
や
八
雲
町
の
補
助
金
で
賄
い
、

残
り
は
銀
行
借
入
れ
と
な
っ
て
い
る
が
、

建
設
予
定
の
民
有
地
も
町
で
買
う
の
か
。

 町
長
 

土
地
は
事
業
の
一
環
の
中
で

新
し
い
会
社
が
取
得
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
町
が
新
た
に
お
金
を
出
す
こ

と
は
な
い
。

Ｑ
 投
票
率
を
上
げ
る
に
は

 問
 
　
町
民
か
ら
は
新
庁
舎
デ
ザ
イ
ン

に
対
し
不
満
の
声
が
多
い
。
町
民
が
望

む
の
は
利
用
し
や
す
く
シ
ン
プ
ル
な
役

場
庁
舎
だ
。

　
財
政
が
厳
し
く
な
る
中
、
現
在
の
設

計
で
進
む
の
は
困
難
で
は
な
い
か
。

 町
長
 

新
庁
舎
の
屋
根
の
デ
ザ
イ
ン

及
び
雪
害
対
策
は
当
初
よ
り
町
民
や
議

員
か
ら
心
配
の
声
が
あ
り
、
屋
根
の
高

さ
を
下
げ
る
な
ど
、
設
計
内
容
の
見
直

し
を
行
っ
て
き
た
。

　
昨
今
、
公
共
建
築
物
に
お
い
て
木
材

の
腐
食
や
劣
化
が
進
み
、
補
修
費
が
高

額
に
な
っ
て
い
る
と
の
報
道
が
あ
る
が
、

新
庁
舎
は
軒
天
部
分
や
屋
根
支
え
の
鉄

骨
部
に
木
材
を
張
る
構
造
、
適
切
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
で
防
げ
る
と
説
明
さ
れ
て

い
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
新
庁
舎
建
設
は

予
定
ど
お
り
、
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
ド
ア
・
ト
ゥ
・
ド
ア
で
お
願
い
し

ま
す
。（
佐
藤
）

Ｑ
　町
長
の
特
定
政
策
事
業

見
直
す
考
え
は
？

Ｑ
　新
役
場
庁
舎
は

シ
ン
プ
ル
な
ほ
う
が
…

　
そ
の
後
、
会
期
中
の
全
員
協
議
会
で
、
町

長
か
ら
「
一
度
、
立
ち
止
ま
っ
て
検
討
す

る
。」
と
報
告
が
あ
っ
た
。
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タ
ー
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的

に
整
備
し
た
も
の
で
、
解
体
後
の
肉
や

皮
な
ど
は
、
捕
獲
し
た
ハ
ン
タ
ー
そ
れ

ぞ
れ
が
自
己
処
理
し
て
い
る
。

　
ジ
ビ
エ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
施
設

を
建
設
す
る
際
に
検
討
し
た
経
緯
が
あ

る
が
、
食
肉
処
理
施
設
と
し
て
の
整
備

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
食
品
衛
生
法

等
に
基
づ
く
衛
生
管
理
の
徹
底
や
運
営

す
る
人
材
や
事
業
者
、
安
定
し
た
販
路

の
確
保
な
ど
の
課
題
が
あ
る
が
、
捕
獲

し
た
野
生
鳥
獣
を
ジ
ビ
エ
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
は
、
ハ
ン
タ
ー
の
負
担
軽
減

や
収
入
増
加
、
新
た
な
特
産
品
開
発
に

も
繋
が
る
も
の
と
考
え
、
事
業
化
の
可

能
性
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

 横  田  喜  世  志  議員
よこ た き よ し 問

 
　
平
成
　
年
の
予
算
特
別
委
員
会

３１

で
、
八
雲
町
大
型
獣
解
体
処
理
施
設
事

業
に
対
し
、
ジ
ビ
エ
の
考
え
は
な
い
か

と
質
疑
を
し
た
が
、
捕
獲
頭
数
な
ど
の

課
題
が
あ
り
難
し
い
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。
近
年
、
捕
獲
頭
数
が
相
当
数
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
食
肉
の
活
用
策
と
し

て
、
少
し
で
も
ハ
ン
タ
ー
の
収
入
源
に

な
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
、

ジ
ビ
エ
化
の
事
業
に
向
け
、
町
が
主
体

と
な
り
、
協
力
隊
な
ど
を
登
用
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

 町
長
 

大
型
獣
解
体
処
理
施
設
に
つ

い
て
は
、
解
体
処
理
に
か
か
る
ハ
ン

 問
 
　
令
和
６
年
９
月
の
決
算
特
別
委

員
会
で
、
鉛
川
観
光
施
設
改
修
事
業
に

つ
い
て
は
町
補
助
金
を
受
け
て
民
間
事

業
者
が
発
注
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
契

約
書
等
の
資
料
は
民
間
事
業
者
が
所
有

と
な
っ
て
お
り
、
町
は
実
績
報
告
書
を

精
査
し
補
助
金
を
確
定
し
て
い
る
と
の

答
弁
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
情
報
公
開
条
例
に
よ
り
担

当
課
へ
資
料
の
請
求
を
し
た
と
こ
ろ
、

事
業
中
止
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
事
業
者

に
よ
り
処
分
し
た
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

決
算
認
定
前
に
も
関
わ
ら
ず
書
類
を
廃

棄
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
は
適
切

な
文
書
保
存
の
規
定
を
改
正
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 町
長
 

補
助
金
等
交
付
規
則
で
は
、

完
成
品
の
処
分
年
限
に
関
す
る
規
定
を

設
け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
事
業
者
が

処
分
し
て
い
る
こ
と
自
体
は
や
む
を
得

な
い
と
判
断
し
て
い
る
が
、
今
後
、
事

業
者
に
お
け
る
関
係
書
類
の
保
存
年
限

に
つ
い
て
規
定
を
見
直
し
、
４
月
か
ら

適
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
 八
雲
町
大
型
獣
解
体
処
理
施
設
に
つ
い
て

Ｑ
　町
補
助
金
の
在
り
方
に
つ
い
て

議会これからの予定
《２月》　　　１３日　総務経済常任委員会
　　　　　　　２０日　文教厚生常任委員会　
          　　　　２８日　議会運営委員会
《３月》　　　１日　議会運営委員会
　　　　６日～１４日　第１回定例会
　　　　　　　　　　予算特別委員会
　　　　　　　　　　全員協議会
　　　　　　　　　　総務経済常任委員会
　　　　　　　　　　文教厚生常任委員会
　　　　　　　　　　広報広聴常任委員会
　　　　　　　　　　議会運営委員会

議会を傍聴してみませんか
次の議会は、

令和７年第１回定例会
３月６日（木）午前10時から

開会の予定です。
お気軽に足を運んでみてください。
YouTubeで映像配信もします



町政を問う

〔 ９ 〕 令和7年2月号

 倉  地 　 清  子  議員
くら ち きよ こ 問

 
　
今
年
度
か
ら
八
雲
町
で
は
危
機

対
策
課
が
立
ち
上
が
り
、
平
時
で
の
備

え
や
災
害
時
対
策
に
つ
い
て
の
意
識
向

上
に
向
け
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー
認
定
研

修
会
を
行
っ
た
。
ま
た
、
町
民
向
け
の

防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
、

共
助
を
高
め
る
取
り
組
み
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
八
雲
町
は
国

の
動
向
を
見
つ
つ
、
防
災
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
く
の
か
。

 町
長
 

地
域
全
体
の
防
災
力
を
高
め

る
た
め
の
３
つ
の
柱
を
定
め
、
防
災
施

策
を
展
開
し
て
い
る
。

　
第
１
は
「
人
づ
く
り
」。
防
災
教
育
・

人
材
教
育
、
自
助
・
共
助
の
意
識
を
育

て
る
。

　
第
２
は
「
関
係
づ
く
り
」。
町
内
会
、

各
関
係
機
関
な
ど
、
多
様
な
団
体
組
織

の
顔
が
見
え
る
よ
う
に
。

　
第
３
は
「
体
制
づ
く
り
」。
役
場
自
体

の
防
災
・
危
機
管
理
対
応
力
の
強
化
を

進
め
る
。

　
近
年
の
災
害
に
お
い
て
行
政
が
行
う

「
公
助
」
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
が
明

確
に
な
っ
て
い
る
。
家
具
の
固
定
や
食

料
の
備
蓄
、
避
難
訓
練
参
加
、
ご
近
所

同
士
で
助
け
合
い
な
が
ら
避
難
で
き
る

よ
う
に
す
る
な
ど
、
町
民
一
人
ひ
と
り

が
事
前
に
備
え
る
こ
と
が
、
八
雲
町
全

体
の
地
域
防
災
力
に
繋
が
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。

 問
 
　
昨
年
　
月
に
災
害
ワ
ー
ク
シ
ョ

１１

ッ
プ
が
町
主
催
で
開
催
さ
れ
、
災
害
時

に
お
け
る
女
性
の
視
点
の
講
話
の
中
で
、

避
難
所
で
の
役
割
分
担
が
偏
っ
て
い
る

と
い
う
課
題
を
上
げ
て
い
た
。

　
専
門
的
知
識
の
あ
る
方
の
意
見
や
防

災
マ
ス
タ
ー
の
女
性
の
方
な
ど
の
意
見

を
吸
い
上
げ
て
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

 危
機
対
策
課
長
      防
災
会
議
の
性

質
上
、
関
係
機
関
の
長
が
集
ま
る
た
め
、

女
性
の
比
率
を
上
げ
に
く
い
中
で
あ
る

が
、
地
域
防
災
マ
ス
タ
ー
の
方
々
や
防

災
意
識
の
高
い
方
を
集
め
る
な
ど
、
女

性
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
策
を
講
じ
て

い
き
た
い
。

 問
 
　
避
難
所
運
営
に
あ
た
り
、
男
女

の
役
割
が
偏
っ
て
し
ま
う
課
題
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

 危
機
対
策
課
長
      八
雲
町
で
は
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
て
い

る
が
、
で
き
る
だ
け
男
女
の
差
に
よ
る

偏
り
が
な
い
よ
う
配
慮
し
、
視
点
を
変

え
て
改
定
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 問
 
　
避
難
所
運
営
の
管
理
責
任
者
は

男
女
両
方
の
配
置
が
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
八
雲
町
地
域
防
災
計
画
で
は
町
内

会
長
を
防
災
に
関
す
る
地
区
の
代
表
と

し
て
地
区
責
任
者
に
任
ず
る
と
記
さ
れ

て
い
る
が
、
町
と
し
て
ど
う
考
え
る
か
。

 危
機
対
策
課
長
      実
際
の
運
用
と

し
て
は
、
町
内
会
長
や
、
そ
の
他
の

方
々
が
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を
行
う
な

ど
、
柔
軟
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。

 問
 
　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作

成
共
有
を
町
内
会
、
民
生
委
員
だ
け
で

な
く
、
そ
の
後
で
き
る
で
あ
ろ
う
自
主

防
災
組
織
な
ど
、
広
く
共
有
し
、
い
ざ

と
い
う
時
の
円
滑
・
迅
速
な
避
難
支
援

を
で
き
る
仕
組
み
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

 危
機
対
策
課
長
      現
状
で
は
町
内

会
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
、

自
主
防
災
組
織
が
立
ち
上
げ
と
な
っ
た

場
合
に
は
検
証
し
て
い
き
た
い
。

 問
 
　
意
欲
的
な
町
内
会
も
あ
る
が
、

そ
う
で
な
い
町
内
会
も
あ
る
。
方
向
性

や
意
思
疎
通
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い

く
の
か
。

 危
機
対
策
課
長
      積
極
的
に
取
り

組
め
る
町
内
会
か
ら
先
行
事
例
と
し
て

展
開
し
て
い
く
方
策
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
各
町
内

会
等
の
調
査
を
進
め
た
中
で
検
証
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ
 災
害
か
ら
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に
す
る
べ
き
こ
と



令和6年第4回定例会 一 般 質 問

〔 １０ 〕令和7年2月号

　
八
雲
町
で
も
職
員
の
意
見
を
し
っ
か

り
と
聴
き
な
が
ら
、「
健
康
経
営
宣
言
」

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 町
長
 

職
員
一
人
ひ
と
り
が
自
己
の

能
力
を
最
大
限
発
揮
し
効
果
的
・
効
率

的
な
行
政
運
営
を
推
進
す
る
に
は
、
職

員
全
員
が
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
健
診
受
診
を
は
じ

め
と
し
た
健
康
増
進
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
な
ど

の
働
き
方
改
革
の
推
進
や
、
良
好
な
職

場
環
境
の
維
持
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　
健
康
経
営
に
か
か
る
先
進
的
な
自
治

体
の
取
り
組
み
や
、
健
康
分
野
で
連
携

協
定
を
結
ん
で
い
る
保
険
会
社
等
の
事

例
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
職
員
の
意
見
を

尊
重
し
、
健
康
経
営
宣
言
に
向
け
取
り

組
む
。

　
健
康
経
営
の
最
終
目
標
は
、
職
員
の

健
康
を
維
持
し
な
が
ら
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
だ
が
、
ま
ず

は
今
の
働
く
職
場
の
改
善
に
取
り
組
む
。

上
司
が
職
員
の
声
を
聴
く
力
を
養
う
と

と
も
に
、
自
分
も
初
心
に
帰
り
、
若
い

 赤  井 　 睦  美  議員
あか い むつ み 問

 
　
職
員
が
心
も
身
体
も
健
康
に
過

ご
し
、
一
人
ひ
と
り
の
力
が
十
分
に
発

揮
で
き
る
職
場
環
境
を
つ
く
る
こ
と
も

ト
ッ
プ
の
大
切
な
仕
事
。

　「
健
康
経
営
」
は
、「
職
員
の
健
康
保

持
・
増
進
の
取
り
組
み
が
、
将
来
的
に

収
益
性
な
ど
を
高
め
る
投
資
で
あ
る
と

の
考
え
の
も
と
、
健
康
管
理
を
経
営
的

視
点
か
ら
考
え
、
戦
略
的
に
実
践
す
る

こ
と
」
で
あ
り
、
自
治
体
に
お
い
て
も

「
健
康
経
営
」
の
視
点
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
効
率
的
な
行
政
運
営
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

職
員
と
の
話
し
合
い
を
し
て
い
き
た
い
。

 問
 
　
町
長
も
町
議
も
任
期
１
年
を

切
っ
た
。
町
長
は
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ

ン
と
し
て
全
国
を
飛
び
回
り
、
特
に
産

業
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
、

町
民
誰
も
が
感
じ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
最
近
示
さ
れ
た
厳
し
い
財

政
試
算
を
見
る
と
、
今
は
大
き
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

は
な
い
し
、
も
う
本
来
の
あ
る
べ
き
姿

に
戻
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
町
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
総
括
を
ど
の

よ
う
に
判
断
し
て
い
る
の
か
。

 町
長
 

就
任
１
期
目
は
、
八
雲
町
に

関
係
あ
る
企
業
や
大
学
を
訪
問
す
る
な

ど
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
し
て
が
む

し
ゃ
ら
に
動
き
、
種
蒔
き
を
し
て
き
た
。

２
期
目
は
蒔
い
た
種
が
少
し
ず
つ
芽
吹

き
、
日
本
最
大
規
模
と
な
る
太
陽
光
発

電
や
北
海
道
初
と
な
る
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー

モ
ン
の
養
殖
に
着
手
し
、
研
修
牧
場
等

の
整
備
も
進
め
て
き
た
。

　
し
か
し
反
省
す
べ
き
点
も
多
く
、
役

場
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
町
民
に

対
し
も
っ
と
丁
寧
に
説
明
す
べ
き
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。

　
３
期
目
は
残
り
１
年
を
切
っ
た
が
、

新
し
い
事
業
に
着
手
す
る
よ
り
、
今
ま

で
や
っ
て
き
た
事
業
を
ま
と
め
て
い
き

た
い
。
研
修
牧
場
は
、
研
修
さ
せ
よ
う

に
も
２
～
３
か
月
で
辞
め
ら
れ
て
し
ま

い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
消
化
に
至
っ
て
い
な

い
。
木
蓮
に
関
し
て
も
取
り
組
み
が
甘

か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

　
私
が
町
長
に
就
任
し
た
時
に
は
、
貯

金
が
　
億
円
、
借
金
が
１
５
６
億
円
で

１０

あ
っ
た
が
、
令
和
５
年
度
の
決
算
で
は
、

貯
金
が
１
４
５
億
円
、
借
金
が
１
２
７

億
円
と
な
っ
た
。

　
今
後
も
関
係
機
関
等
と
情
報
共
有
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ
 八
雲
町
も
是
非
、
健
康
経
営
宣
言
を
！

Ｑ
　任
期
　
年
の
総
括
は
？

１２

八雲に芽が出て花が咲くかな？



町政を問う

〔 １１ 〕 令和7年2月号

 大  久  保  建一  議員
おお く ぼ けんいち 問

 
　
近
年
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
好
調

を
背
景
と
し
て
投
資
的
な
大
型
事
業
が

続
い
て
き
た
。
今
後
の
ひ
っ
迫
す
る
財

政
を
前
に
、
町
民
の
た
め
に
行
っ
て
い

く
事
業
と
は
何
か
、
考
え
を
伺
う
。

 町
長
 

今
後
、
厳
し
い
財
政
状
況
が

見
込
ま
れ
る
が
、
予
想
以
上
の
人
口
減

少
と
一
次
産
業
の
低
迷
な
ど
、
こ
の
よ

う
な
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
未
来
へ

の
投
資
と
し
て
各
種
事
業
を
推
進
し
て

い
る
。
特
に
農
漁
業
に
対
す
る
施
策
が

重
要
と
考
え
、
担
い
手
確
保
の
た
め
研

修
牧
場
の
整
備
や
、
地
域
活
性
化
の
た

め
サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
を
実
施
し
て
き

た
。

　
今
後
も
持
続
可
能
な
町
の
発
展
を
目

指
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

 問
 
　
研
修
牧
場
か
ら
未
だ
担
い
手
は

育
っ
て
い
な
い
よ
う
に
、
投
資
は
結
果

が
不
確
定
な
も
の
。
財
政
ひ
っ
迫
が
予

想
さ
れ
る
中
、
今
後
も
ウ
イ
ス
キ
ー
事

業
な
ど
成
果
の
不
確
定
な
投
資
に
、
何

億
も
投
入
し
て
い
く
の
か
。

 町
長
 

私
は
今
の
と
こ
ろ
財
政
が

ひ
っ
迫
し
て
い
る
と
は
思
っ
て
い
な
い

が
、
引
き
締
め
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。

今
、
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
は
進
め
る

が
、
新
た
な
事
業
に
は
着
手
し
な
い
。

 問
 
　
町
長
は
以
前
「
自
分
の
時
代
に

貯
め
た
お
金
は
、
自
分
の
時
代
に
使

う
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
本
気
か
。

 町
長
 

そ
れ
は
全
く
の
冗
談
。
未
来

の
た
め
に
残
し
て
い
け
る
よ
う
、
こ
れ

ま
で
道
債
な
ど
を
積
み
増
し
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
経
営
し
て
い
く
。

 問
 
　
大
規
模
災
害
時
は
、
町
職
員
だ

け
で
対
応
で
き
る
わ
け
も
な
く
、
住
民

同
士
の
「
共
助
」
が
不
可
欠
に
な
る
が
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
進
め
、
担
う
人
材

を
ど
う
育
て
て
い
く
の
か
。

 町
長
 

昨
年
１
月
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
で
も
、
家
族
の
被
災
や
道
路

寸
断
等
で
、
役
場
に
参
集
で
き
た
職
員

は
２
～
６
割
程
度
で
あ
り
、
被
災
状
況

の
把
握
す
ら
困
難
な
状
況
に
な
っ
た
。

　
一
方
、
地
域
の
住
民
同
士
が
助
け
合

い
、
自
主
的
に
避
難
所
を
開
設
し
た
事

例
も
多
く
、
改
め
て
共
助
の
重
要
性
が

再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　
今
後
は
地
域
の
防
災
活
動
に
お
け
る

リ
ー
ダ
ー
人
材
を
育
成
・
組
織
化
す
る

と
と
も
に
、
継
続
的
な
啓
発
イ
ベ
ン
ト

や
防
災
訓
練
等
を
通
じ
て
、
住
民
同
士

が
協
力
し
、
助
け
合
う
自
主
防
災
組
織

の
拡
大
を
進
め
て
い
く
。

 問
 
　
視
察
に
行
っ
た
福
島
県
い
わ
き

市
で
は
、
防
災
士
の
資
格
取
得
費
用
を

補
助
し
て
お
り
、
毎
年
１
０
０
名
以
上

の
市
民
が
防
災
士
と
し
て
新
た
に
登
録

さ
れ
て
い
る
。
八
雲
町
に
お
い
て
も
防

災
士
資
格
取
得
や
登
録
申
請
費
の
補
助

を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

 町
長
 

人
数
や
補
助
の
出
し
方
な
ど
、

常
任
委
員
会
に
相
談
し
な
が
ら
、
早
い

時
期
に
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
災
害
時
の
「
共
助
」
を

　　　　　　　ど
う
進
め
る

Ｑ
 ま
だ
大
型
投
資
を
続
け
る
の
か

　令和６年８月から能戸さんが、新たに議会広報モニターとして委嘱されております。
　すでに委嘱されております水野さん、手塚さん、小山さんをはじめ、モニターの皆様から貴重な
ご意見・ご提案をいただきながら、更なる議会広報の充実に努めてまいります！

の と

興味のある方は、八雲町議会事務局までお問い合わせください。　☎0137－62－2388



〔 １２ 〕令和7年2月号

定例会・臨時会議件一覧

令和６年第５回臨時会（令和６年１０月３０日）

専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度八雲町一般会計補正予算（第８号））

承認第１号令和６年度八雲町一般会計補正予算（第９号）議案第１号

令和６年第４回定例会（令和６年１２月９日～１２日）

令和６年度八雲町国民健康保険事業特別会計補正
予算（第２号）

議案第１４号
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例

議案第１号

令和６年度八雲町介護保険事業特別会計補正予算
（第４号）

議案第１５号
八雲町印鑑条例及び八雲町手数料徴収条例の一部
を改正する条例

議案第２号

令和６年度八雲町病院事業会計補正予算（第３号）議案第１６号
八雲町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を
改正する条例

議案第３号

専決処分の承認を求めることについて
（損害賠償額の決定について）

承認第１号
八雲町教育長の給与及び旅費等に関する条例の一
部を改正する条例

議案第４号

専決処分の承認を求めることについて
（損害賠償額の決定について）

承認第２号
八雲町一般職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例

議案第５号

八雲町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する条例

発委第１号
八雲町収入証紙条例及び八雲町廃棄物の減量及び
適正処理等に関する条例の一部を改正する条例

議案第６号

「核兵器禁止条約締約国会議」へのオブザーバー
参加を求める意見書

発議第１号八雲町地域会館等条例の一部を改正する条例議案第７号

ＩＬＯハラスメント禁止条約の批准を求める意見
書

発議第２号
八雲町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営
並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のため
の効果的な支援の方法に関する基準等を定める条
例及び八雲町地域包括支援センターの職員及び運
営に関する基準等を定める条例の一部を改正する
条例

議案第８号

「核のごみ」最終処分場選定の概要調査に反対す
ることを求める意見書

発議第３号

企業・団体献金の全面禁止等を求める意見書発議第４号
八雲町公共下水道条例及び八雲町集落排水施設条
例の一部を改正する条例

議案第９号

再審制度改善を求める意見書発議第５号八雲町給水条例の一部を改正する条例議案第１０号

航空自衛隊八雲分屯基地有効活用及び周辺整備事業推進特別委
員会調査報告書

八雲町布設工事監督者の配置基準及び資格基準並
びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一
部を改正する条例

議案第１１号

二海サーモンプロジェクト及び土地収用法の適用に関する調査
特別委員会報告書

工事請負契約の締結について議案第１２号

議会運営委員会の閉会中の継続調査申出について令和６年度八雲町一般会計補正予算（第10号）議案第１３号

千
　
葉
　
　
　
隆

黒
　
島
　
竹
　
満

能
登
谷
　
正
　
人

斎
　
藤
　
　
　
實

安
　
藤
　
辰
　
行

牧
　
野
　
　
　
仁

三
　
澤
　
公
　
雄

倉
　
地
　
清
　
子

宮
　
本
　
雅
　
晴

関
　
口
　
正
　
博

大
久
保
　
建
　
一

横
　
田
　
喜
世
志

佐
　
藤
　
智
　
子

赤
　
井
　
睦
　
美

採決結果議　　　　　件　　　　　名

×欠×××○欠×××○○○否　　決
「核兵器禁止条約締約国会議」へのオブザーバー
参加を求める意見書

発議第１号

×欠×××○欠×××○○○否　　決
ＩＬＯハラスメント禁止条約の批准を求める意見
書

発議第２号

×欠×××○欠×××○○○否　　決
「核のごみ」最終処分場選定の概要調査に反対す
ることを求める意見書

発議第３号

×欠××××欠×××○○○否　　決企業・団体献金の全面禁止等を求める意見書発議第４号

賛成　〇　　反対　×　

※千葉隆議長は、賛否同数の場合にその可否を決定します。

　　　　　第４回定例会　賛否一覧（反対のあった議案を掲載）



〔 １３ 〕 令和7年2月号

　令和７年１月12日（日）、二十歳の集いで議会カフェを開催し、皆さまの声をいただきました。

・自然が豊かで住みやすい。空気や海がきれい。
・ほどよい田舎感。　・元気な町長。　・木彫り熊がある。
・住民同士のネットワークが厚いところ。
・生きていくうえで目標にしたい人たちがたくさんいる。　
・地域の人が優しく温かい。　・様々な年齢の方が活発的。　　　　　　　
・家からスーパーほか、函館など、遠出しやすい。
・一次産業に力があり、活気のある町という印象。
・耳吊りで漁師さんと関われること。　・ホタテが大きい。
・海産物や農作物が豊富。　・食べ物がおいしい。

・デパート、ショッピングセンター、もう少し大きめな商業施設。
・野田生地区にコンビニがほしい。　・マクドナルド。　・ミスタードーナツ。　・ブックオフ。　
・ジビエ専門店。　・買い物を代行するところ。　・八雲のものをたくさん集めたお店を開いてほしい。
・学生たちが遊ぶスペース（プリクラ、ゲームセンター等）。　・ココノススキノみたいな施設。
・夜カフェ。　・大きい遊園地。　・スタジオ。　・様々な年齢の方が楽しめる施設。
・新幹線の早期開通。交通機関の充実。　・働く場所を増やしてほしい。

《１１月》

　　　１４日　総務経済常任委員会

　　　　　　二海サーモン等特別委員会

　　　２１日　文教厚生常任委員会

《１２月》

　　　４日　議会運営委員会

９日～１２日　第４回定例会

　　　　　　全員協議会

　　　　　　総務経済常任委員会

　　　　　　文教厚生常任委員会

　　　　　　広報広聴常任委員会

　　　　　　議会運営委員会

《１月》

　　　１０日　広報広聴常任委員会

　　　１６日　総務経済常任委員会

　　　　　　議会運営委員会

　　　　　　全員協議会

　　　２１日　広報広聴常任委員会

　　　２３日　文教厚生常任委員会

　　　３０日　第１回臨時会

議会のうごき



〔 １４ 〕令和7年2月号

常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員常任委員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
　　　ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活の活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
令和５年11月から令和６年１月の

各常任委員会の活動です。

●
町
立
図
書
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に

つ
い
て
（
図
書
館
）

　
建
築
か
ら
　
年
が
経
過
し
て
い
る
八

２５

雲
町
立
図
書
館
は
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置

が
２
階
視
聴
覚
室
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
の
温
暖
化
の
影
響
も
あ
り
、
利
用

者
か
ら
も
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
快
適
に
施
設
を
利
用
で
き
る

よ
う
、
閲
覧
室
等
に
も
エ
ア
コ
ン
を
設

置
す
る
。 文

教
厚
生

設
置
機
器
　
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
（
　
畳
２９

対
応
）

設
置
台
数
　
閲
覧
室
４
台
、
玄
関
ロ

ビ
ー
、
事
務
室
、
集
会
室
に
各
１
台

設
置
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
　
令
和
７
年
度
に

実
施
設
計
（
約
３
０
０
万
円
）
を
行
い
、

令
和
８
年
度
に
工
事
を
予
定

●
第
３
期
八
雲
町
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
（
令
和
７
年
度
～
令
和
　１１

年
度
）
に
つ
い
て
（
住
民
生
活
課
）

　
第
２
期
計
画
が
令
和
７
年
３
月
で
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
子
育
て
に
関
わ
る

町
民
の
実
態
と
意
向
や
、
国
・
北
海
道

の
動
き
を
反
映
し
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

の
方
向
性
の
確
認
と
調
整
を
行
い
策
定

す
る
こ
と
と
し
た
。

●
梅
村
庭
園
隣
接
地
土
地
購
入
に
つ
い

て
（
社
会
教
育
課
）

　
梅
雲
亭
の
駐
車
場
が
障
が
い
者
用
１

台
分
の
み
の
た
め
、
隣
接
し
て
い
る
土

地
を
購
入
す
る
予
定
。

面
積：

３
０
８
・
　
㎡
２８

購
入
費
用：

４
０
０
万
円
（
見
込
み
）

購
入
時
期：

令
和
７
年
秋
頃
ま
で

【
委
員
か
ら
の
意
見
】

・
町
民
に
と
っ
て
嬉
し
い
こ
と
だ
が
、

設
置
時
期
を
令
和
８
年
よ
り
早
く
で

き
な
い
の
か
。

・
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
な
ら
、
町
内
の
電

気
店
で
も
、
電
気
量
の
計
算
は
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

　
古
い
施
設
の
た
め
、
地
元
業
者
で
は

電
気
量
の
計
算
が
難
し
い
と
の
こ
と
で
、

専
門
の
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。
設
計
費
用
が
高
額
で
驚

き
ま
し
た
が
、
購
入
・
設
置
費
用
は
さ

ら
に
高
額
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
事
業
計
画
の
「
障
が
い
児
と
そ
の
保

護
者
へ
の
支
援
」
の
取
り
組
み
の
中
に
、

「
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
に
対
す
る
補

聴
器
の
給
付
」
と
あ
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
対
象
外
の
在
宅
の
児
童
を

対
象
に
、
補
聴
器
の
購
入
、
修
理
に
要

す
る
費
用
を
助
成
す
る
と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
軽
度
で
手
帳
は
も
ら
え
な
い
け
ど
、

不
自
由
を
感
じ
る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
お

子
さ
ん
に
光
が
当
た
っ
た
こ
と
は
何
よ

り
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
乳
幼
児
の
場
合
、

早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
よ
り
、
障
が

い
の
程
度
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
聴
覚
に
限
ら

ず
、
支
援
の
幅
を
広
げ
て
も
ら
え
る
こ

と
で
、
よ
り
安
心
に
繋
が
る
と
思
い
ま

す
。

【
委
員
か
ら
の
意
見
】

・
乳
幼
児
の
助
成
が
決
ま
っ
た
の
な
ら
、

高
齢
者
に
も
補
助
を
。

・
財
政
が
厳
し
い
と
予
想
さ
れ
る
中
で

高
齢
者
に
も
助
成
す
る
の
は
難
し
い

の
で
は
な
い
か
。

・
補
聴
器
は
数
十
万
円
と
高
額
な
の
で
、

１
～
２
万
円
の
補
助
で
は
役
に
立
た

な
い
。

・
補
聴
器
の
補
助
を
始
め
た
ら
、
眼
鏡

に
対
し
て
は
ど
う
な
の
か
。



〔 １５ 〕 令和7年2月号

●
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
奨
励
金
事
業
に

つ
い
て（
商
工
観
光
労
政
課
）　
月
報
告

１１

　
今
後
の
町
財
政
の
ひ
っ
迫
が
予
想
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
定
程
度

の
目
的
を
達
成
し
た
と
判
断
し
、
令
和

７
年
度
を
も
っ
て
事
業
を
終
了
す
る
。

奨
励
金
額
　
令
和
７
年
度
申
請
分
は
現

金
　
万
円
、
令
和
６
年
度
申
請
分
は
商

１０
品
券
と
す
る
。

に
つ
い
て
調
査
・
検
証
を
行
い
、
よ
り

効
果
的
な
施
策
を
検
討
す
る
。

奨
励
金
額
　
令
和
６
年
度
申
請
分
は
商

品
券
と
す
る
。

　
こ
の
報
告
を
受
け
て
、
委
員
会
か
ら

町
長
に
、
継
続
を
希
望
す
る
旨
の
「
要

望
書
」
を
提
出
し
た
。

【
要
望
書
抜
粋
】　

「
本
事
業
は
産
業
の
担
い
手
確
保
、
人

口
減
少
の
抑
制
に
つ
な
が
る
事
業
と
捉

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
継
続
を
強
く
要

望
す
る
。」

を
購
入
し
、
整
備
す
る
。

　
工
事
経
費
は
指
定
管
理
者
で
あ
る
八

雲
地
区
連
合
会
へ
補
助
金
を
交
付
し
て

実
施
す
る
予
定
。

●
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
に
つ
い
て

（
危
機
対
策
課
）

目
的
　
通
学
路
等
の
交
通
安
全
対
策
と

防
犯
対
策
の
た
め
、
ま
た
、
事
件
・
事

故
発
生
時
の
動
画
に
よ
る
検
証
、
危
険

運
転
及
び
犯
罪
等
の
抑
止
を
図
る
。

設
置
方
法
　
北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
株
）
の
電
柱
に
設
置
。

設
置
場
所
　
八
雲
郵
便
局
前
交
差
点
、

北
洋
銀
行
・
ろ
う
き
ん
前
交
差
点
、
セ

イ
コ
ー
マ
ー
ト
出
雲
店
前
交
差
点
。

カ
メ
ラ
機
能
　
Ｈ
Ｄ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー
に

動
画
を
保
存
（
　
日
間
）。

１４

事
業
費
　
機
器
本
体
・
設
置
工
事
費
　７８

万
７
千
円
。
毎
年
度
の
維
持
費
と
し
て

保
守
点
検
費
、
通
信
費
、
賠
償
責
任
保

険
料
で
　
万
５
千
円
を
計
上
。

１７

　
令
和
７
年
度
は
新
た
に
２
箇
所
程
度

の
設
置
場
所
を
検
討
す
る
。

総
務
経
済

●
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
奨
励
金
事
業
の

再
検
討
結
果
に
つ
い
て
（
商
工
観
光
労

政
課
）　

月
報
告

１２

　
令
和
６
年
度
の
申
請
受
付
を
も
っ
て

事
業
を
終
了
し
、
就
業
・
定
住
状
況
等

●
勤
労
者
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
整
備
事
業

に
つ
い
て
（
商
工
観
光
労
政
課
）

　
東
雲
町
会
館
の
代
わ
り
と
し
て
利
用

さ
れ
て
お
り
、
駐
車
場
の
拡
張
の
要
望

も
あ
っ
た
た
め
、
令
和
７
年
度
に
土
地

【
委
員
か
ら
の
意
見
】

・
委
員
会
か
ら
要
望
書
ま
で
出
し
て
継

続
を
求
め
た
の
に
、
後
退
案
が
出
て

き
た
の
は
、
ど
う
し
て
な
の
か
。

・
町
内
事
業
者
は
依
然
と
し
て
人
手
不

足
で
あ
り
、
事
業
効
果
も
高
い
の
に

な
ぜ
？

・
３
年
間
の
事
業
と
い
う
こ
と
だ
が
、

検
証
が
不
十
分
で
は
な
い
か
。

・
財
政
ひ
っ
迫
な
ら
、
他
の
大
型
事
業

を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
そ
の
後
、
全
員
協
議
会
の
中
で
町
長

と
協
議
す
る
場
を
設
け
た
と
こ
ろ
、
町

長
か
ら
「
１
年
間
、
事
業
を
継
続
し
、

今
後
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。」
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

●
空
家
の
解
体
に
対
す
る
補
助
事
業
に

つ
い
て
（
建
設
課
）

　
令
和
３
年
度
～
５
年
度
で
実
施
し
た

が
、
要
望
が
多
数
あ
る
た
め
、
再
度
、

令
和
７
年
度
～
９
年
度
ま
で
実
施
す
る
。

事
業
内
容
　
工
事
費
の
２
分
の
１
を
補

助
。（
上
限
　
万
円
）

５０

空
家
の
条
件
　

・
八
雲
町
内
に
存
す
る
も
の
で
、
個
人

所
有
の
建
物
。

・
居
住
し
て
い
な
い
戸
建
て
の
住
宅
。

・
所
有
権
以
外
の
権
利
が
設
定
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
。

・
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
昭
和
　
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た
建
物
。

５６

　（
新
耐
震
基
準
を
満
た
さ
な
い
建
物
）

【
委
員
か
ら
の
意
見
】

・
切
迫
し
た
需
要
を
感
じ
な
い
。

　
そ
の
後
、
令
和
７
年
度
は
土
地
の
購

入
に
留
め
、
駐
車
場
整
備
は
令
和
８
年

度
以
降
に
検
討
す
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。

【
委
員
か
ら
の
意
見
】

・「
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
」と
大
き
く
表
示

し
て
こ
そ
、
効
果
が
高
ま
る
の
で
は

な
い
か
。

・
提
案
さ
れ
た
カ
メ
ラ
の
角
度
で
は
車

の
ナ
ン
バ
ー
が
見
え
に
く
い
の
で
は
。
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Ｑ　八雲文化研究会とはどんな団体ですか？
・八雲町独自の文化と道南や北海道独自の文化を広
める活動をしている団体です。
Ｑ　どんなことを主にされていますか？
・行燈のオブジェを公開展示したり、下の句かるた
の指導や体験をわくわく教室や八雲町文化祭で行
いました。

・八雲山車行列への参加やオブジェの制作。
・キャンプ村に参加し、「パークゴルフ体験」「生乳
でのチーズづくり体験」などを行いました。また、
参加キャンパーと行燈を作り、山車行列に参加し
ました。

Ｑ　今年の活動予定や夢などお聞かせください。
・今年は八雲文化祭で梅村庭園を借りて、下の句か
るたの八雲大会を実現させたいです。

・大きな夢ですが、山車行列の期間以外にも行燈オ
ブジェを鑑賞していただける公開展示をもっと行
いたいです。それには、山車を創る人を増やした
り、置いてくれる商店を探したりすることが課題
です。

・山車行列キャンプ村の企画が今年もあれば、参加
キャンパーと昨年よりも大がかりな山車を創って、
山車行列で「大賞」をねらいたいです。
Ｑ　下の句かるたの魅力は？
・木に触れる。集中力がつく。いち早く取れた時の
爽快感などです。下の句かるたは北海道特有の文
化で、北海道遺産に登録されています。競技は３
人でチームを組み、先に自陣の札がなくなったら
勝ちとなります。
Ｑ　行燈づくりの魅力は？
・行燈は作ることに魅力があるので、是非制作に参
加してほしい。昨年行った山車行列キャンプ村と
連携し盛り上げたいが、個人負担も大きく課題が
ある。山車行列の必要性をもっと町民に理解して
もらえるように取り組みたいと思っています。
Ｑ　八雲に住んでみての感想は？
・名所や特産品など、八雲の魅力が十分には発信で
きていないと思います。うまくやれば観光客も移
住者も増えると思います。地元企業や団体と手を

組んで、今年は「八雲の存在を内外にＰＲ」して
いきたいですね。
Ｑ　町と議会に望まれることはありますか。
・課外教育に山車の制作体験や下の句かるた体験を
取り入れて、道南の文化、八雲独自の文化を引き
継がれていって欲しい。「未来も八雲であり続け
るために！」

・・・取材を終えて・・・
　八雲町のことを愛する気持ちがとても伝わりまし
た。八雲町を活性化させたい強い志を持つ八雲文化
研究会の皆様には、これからも頑張っていただきた
いと思います。

発行／北海道八雲町議会　衣049-3192　北海道二海郡八雲町住初町138　緯0137-62-2388

この広報の製作費は、１部あたり５１．２円です。

　営利を目的とする場合を除き、こ
の議会広報誌をそのまま読むことが
困難な方のために、録音図書・拡大
写本等へ複製することを認めます。
　製作後は八雲町議会事務局（緯
０１３７－６２－２３８８）へご報告ください。

　
昨
年
、　

歳
の
建
設
作
業
員

８９

が
現
場
で
事
故
死
し
た
と
の
報

道
を
目
に
し
た
。
建
設
現
場
で

の
労
働
災
害
は
珍
し
い
こ
と
で

は
な
い
。
そ
れ
で
も
事
故
に
遭

っ
た
作
業
員
が
　
歳
と
い
う
超

８９

高
齢
だ
っ
た
こ
と
は
衝
撃
だ
っ

た
。
　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社

会
に
お
け
る
雇
用
問
題
を
解
決

す
る
た
め
、
高
齢
者
の
雇
用
促

進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
健
康

面
、
体
力
の
衰
え
の
不
安
が
あ

っ
て
も
、
長
年
培
っ
た
経
験
・

知
識
の
豊
富
な
高
齢
者
の
方
々

に
働
い
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、

人
手
不
足
問
題
解
決
へ
の
糸
口

と
な
っ
て
い
る
の
は
確
か
だ
。

　
し
か
し
、
働
く
人
が
足
り
な

い
か
ら
と
安
易
な
高
齢
者
雇
用

で
は
な
く
、
健
康
面
・
体
力
面

な
ど
の
問
題
に
配
慮
し
た
労
働

条
件
は
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、

世
代
間
の
気
遣
い
・
相
互
理
解

は
何
よ
り
も
必
要
な
こ
と
だ
。

　
こ
れ
か
ら
も
少
子
高
齢
化
社

会
は
続
い
て
い
く
。
八
雲
町
が

生
涯
に
わ
た
っ
て
、
生
き
が
い

を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
で
あ
り
続

け
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

が
、
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
、

つ
な
が
り
、
支
え
合
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　

　
　
副
委
員
長
　
関
口
　
正
博

編
  集
  後
  記

　町民の皆さまの声が聞きたくて、議会を飛び出し町内の色々な団体や

サークルなどの皆さまの声を聞いてみました。

　今回は

八雲文化研究会事務局の皆さんです！

三澤議三澤議員員 梅津さ梅津さんん 中村さ中村さんん


